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もうひとつの思い出といえば､初の海外遠征です。
２年生のときから始まった全日本女子大学選手権で
３位に入賞し（五人中ではありますが)、これがき
っかけでアメリカアリゾナ州で開催されたサンキス
トカップに日本代表として出場できたことです。ま
さか自分が日本代表だなんて信じられず（今でも信
じられません)、負けてなんの結果も出せなかった
らどうしようというプレッシャーに押しつぶされそ
うなくらいました。同じ日本チームとして、赤石光
生監督、吉村祥子選手や三田寺由香選手なと当時の
トップクラスの選手と一緒。そして初の海外遠征、
初の外国人選手との対戦。相手は刺青の入った見る
からに怖そうなアメリカ人選手でした。同じ階級の
はずなのにデ力〈感じて威圧されたようで、さらに
舞い上がってしまいましたが、監督やチームメンバ
ーのアドバイスのおかげで初勝利！うれしくて泣い
てしまいました。結果はつ３回戦敗退の7位でした
が、ほんとうに貴重な体験をさせてもらったと思い
ます。
２年生・３年生のときは部員数が少なく、とても

辛い時期もありましたが、４年生のときにはまた人
数が増え、活気づいて楽しかったと思います。
こうやって、４年間レスリングを続けることがで
きたのも、横1ll監督・安田コーチ他OBの方々によ
るご指導のおかげだと,IJAいます。そして、研究で忙
しい中主将を務めてくれた甲斐君、そしてマネージ
ャーとして私を支えてくれた飯田さん。二人のおか
げで自由奔放に部活を楽しむことができました。本
当にありがとう。
あれから９年経ちましたが、レスリングで学んだ
チャレンジ精神で、泳げなかった水泳を克服し、私
にとって新しいスポーツであるトライアスロンを始
めました。同じ競技に打ち込む仲間も増え、大会も
いくつか経験するなど楽しい日々を送っています。

大学生活の４年間の思い出といえば、毎日毎日ト
レーニングに明け暮れていた記憶しかありません。
冬季のシーズンオフでもどこかで暇をみつけては走
っていたり、母校の佐野高校に顔を出して練習して
いたような気がします。そのときの貯金が残ってい
るのか、スピードは遅くなりましたが、現在でもラ
ントレ継続中です。
初の女性部員として、入学当初は部の中にとけ込
むことができるのか多少不安がありましたが､優し
い（？）先輩達のおかげでほぼ男性に近いくらいの
扱いを受けてきたような気がします。あるときはブ
レーンバスターされ、あるときはいきなり首投げや
アイアンクローされたりと…。ひどいなあ（涙）と
思いながらも半分楽しんでいた自分がいました。
当時はまだまだ女子レスリングはメジャーではな
く、近所での試合が無いため、試合会場は東京以外
に京都網野・新潟五日市・福島と遠距離であり、現
地に着くまでに疲れてしまう状態でした。でも試合
が終わって帰るときは、ちょっとした旅行気分で行
っていた気がします。（すみません…）
男性ばかりと練習していた自分にとって、２年生
のときに参加した中京女子大での合宿が一番印象に
残っています。同大学の部員と全国の高校生女子レ
スラーとの合同練習。女性ばかりの集団生活。相手
にならないくらいの強い選手ばかりで、練習につい
ていくのがやっとだったくらいきつかったことが忘
れられません。また、知り合いが誰もいない、ほと
んどの選手が年下ということで、弱気になってはい
けないと気持ちを奮いたたせていましたが、恥ずか
しながらこっそりトイレで泣いていました｡しかし、
日ごろのラン練習の成果で、朝の１キロ（かな）ダ
ッシュでは現在世界で活躍する選手たちがいるな
か、トップになり、中京女子大の栄監督に「岸本さ
んは走るのは早いね～」と言われたのがなかでも印
象に残っています。
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